進化的な資本蓄積過程のいくつかの問題
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Abstract
　資本蓄積過程における利潤率の存在条件と動向を明確にした2部門のOkisioモデルにおいて各部門は、代表的企業によって表示されていた。従って、ミクロ的な各企業の存在は捨象され、部門内でどのような企業間競争によってその現象が生じているのかが吟味されていない。　そのためにOkisioモデルを1部門に修正して複数企業を導入し、Nelson-Winterモデルのイノベーションを導入してマクロの資本蓄積過程を考察する。　次に流動資本の過程に代えて固定設備を導入し、vintage modelによって考察する。　最後に、金融媒体である銀行を取り入れてイノベーション･模倣を含む資本蓄積過程と金融との関係を考察する。　これにより資本蓄積過程がどのような現象によって生じているのかを建設的に表す。
⒈一部門置塩蓄積モデル
Okishioのモデルは生産財部門と消費財部門との２部門の動向による利潤率の分析が行われてきた。しかしあくまでもそこでは代表的企業間の関係からの分析であり企業の規模・状態からの分析ではない。そのため部門内の競争の考察が必要となる。　まずはOkisioのモデルを1部門で修正して考える。
置塩利潤モデル（代表的企業の場合）
モデル
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　上記のモデルは1部門の資本蓄積過程のモデルである。
(1),(2)より、
[image: image2.wmf])'

1

(

1

　･･･�

t

t

t

t

nx

w

ax

x

+

=

+


(2),(3)より、
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(1)’,(4)より
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均衡を
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均衡状態は
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· 安定の場合、n,aの差異はr*,g*に影響せずw*によって決定されることがわかる。
2.一部門2企業モデル･･･技術係数が同一の場合。 
２企業のときを考え、まず規模のみ違い、その他は同一と考えた場合にどうなのかを考察する。
モデル
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となる。

均衡状態は1企業のときと同じ結果になる。均衡へと収束していくことがわかる。
3.技術係数・規模がともに異なるとき

技術革新は外生的に起きると考えて技術係数が異なる場合(
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モデル
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(12)より
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とかけ
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したがって技術係数と規模が異なるときには均衡に近づいていくけれども収束しない。
図１　λと時間経過の関係
λ
1

0　　　　　　　　　　　　　　　t
以上のように1部門・代表的企業の場合と1部門2企業で技術係数が同じで規模のみ異なるモデルとは同一の結果がおる。しかし1部門2企業で技術係数･規模とともに異なる場合には均衡へ近づくが収束しない。

4.新技術･模倣と革新の導入
以上が置塩モデルを複数企業に修正して利潤率の動向・資本蓄積過程がどうなっているのかを見た。　ここでは各企業のイノベーションなどによる変化が欠如しているために技術変化による各企業の影響性という観点がなく、構造的な変化を含まないモデルになっている。そこでNelson(1982)などを用いて技術革新を含めた資本蓄積の過程を見ていく。　1つは各企業が模倣を繰り返し行うことを考える。そうすることで投資産出などさまざまな事柄はどのような動きをするのか。　２つ目には技術革新を導入して蓄積過程の分析をする。
5.固定設備と技術革新の導入

　今までは、流動的側面のみから資本蓄積過程がどのようになっているのかを見ていたが、それでは一意的であり現実的ではない。そこで固定設備を採り入れたvintage-modelを用いて資本の累積過程を見ていき、そこに進化的なイノベーション･もほうという形態を採り入れたときどうなるのかを考察する。

仮定１　財は1種類とし、生産財・消費財の双方に使用可能である。

仮定2　据付設備の経済的な耐用期間を問題にするために、物質的な摩擦を無視する。

仮定3　経済過程の中には毎期技術進歩が導入される。

仮定4　1期間内においては所与とされた技術の水準･設備分布･生産能力などの供給条件と投資量との双方は根気の経済活動の結果として時期には変化する。

仮定5　投資関数を以下のように取り扱う。それは競争市場における資本家が投資量を決定する際に考慮することは新投資の予想利潤率と資本廃棄率(倒産率)を重視する。

モデル
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産出係数σ実質賃金率w耐用年数θ労働分配率μ稼動総設備量K労働量N
　蓄積率が一定の場合であれば、利潤率も一定かつ蓄積率と一致する。この時設備の経済的耐用年数期間、設備廃棄に伴って発生する失業率、分配率はいずれも一定となる。　蓄積率が高い均衡経路においては旧設備を廃棄する強制力は弱く、経済的耐用年数はより長くなり、また利潤率は高くなり労働分配率はより低くなる。労働生産性の増加率よりは高い経路においては旧技術の廃棄への強制力はより強くなり経済的耐用年数期間よりは短くなり、労働分配率はより低くなるが利潤率は不変にとどまる。
· シュミレーションにより考察していく。

上記の式は代表的企業を前提としてそこでマクロ的な動向を見ており各企業の動向からの分析ではない。そこでOkishio利潤モデルと同様な手順でイノベーション・模倣が起きた場合を考える。

6.資金調達の問題

資本蓄積過程においてイノベーション・模倣と形態が出てくることを考察したのだが、しかしここでは資金調達からの制約を除いて考えてきた。簡易にするために金融媒体を間接金融たる銀行のみと仮定してそこでの制約および動向を分析していく。
7.終わりに
以上のように部門内の資本蓄積の動向の進化的アプローチを採り入れ資金調達の問題を扱ってきた。このモデルから間接金融のみという仮定をはずして、内部留保で新技術を導入できるものは自主運用する過程を経る。そうすることで金融機関自身の貸付および資本蓄積過程の変化をあわらし、金融構造変化と資本蓄積過程の動向の変容を進化的アプローチで応用することができる。　
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